

















ついて2次元静力学的に解析 して きた【2司 .その結
莱.岐筋と側頭筋前部の活動バランスにより,岐合
力に対する顎関節負荷の比を最小にできることを明
らか に した【2】. しか し校合部位が 同 じで も,強 い
かみ しめ時には,唆筋の筋電図活動が側頭筋前部に
























置と姿勢 洋 顎位)を反復的に求めた抑 下顎位
から全ばね要素の力 (関節円板の圧縮応力分布)が
得られ,全応力ベクトルの総和を顎関節負荷にした
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嘆合力の基準値を求めた.次に,岐合力ベクトル
と外側翼突筋筋力ベクトルを固定,暁筋筋力の大
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節 負符)をモデルより算出した.この実験を, 側
吊 '･J:;.7:･;:/･:.日･lI:I-;.:l ､1':･ :･Iさい .lJlr .






図2 顎関節の 剛 体 ば ね モ デ ル
Fi■g.2 A Iigid-body-spring modelofthetemporo一
mandibularjoint(TM J).
3.結 果
図3に,側頭筋 筋 ガ の 各 方 向 頼 二関する瞭筋筋力
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109.50とした.両 者 とも応力は円板の中央狭窄部
を中心に分 布 していたが, 車tが太 き摘 悪ど,すな
わち欄虜 筋筋 力の方 向が 後方 を向くほど,最大 圧
縮応力が小 さく,かつ分布の分散が大きかっ た .
4.考 察
両側かみしめ動作に関する従来の報告 ( p 川 im ,
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側頭筋 (前部,後部)および顎二腹筋の筋 活 動 (積
分EMG)も増加するが,最大岐合力60%以 上 で は ,
特 に岐筋,側頭筋後部,顎二腹筋の活動 が 急 増 す
ることが知られている.このことは, 岐 合 点 お よ
び瞭合力の方向が同じでも,嘆合力 の 強 さ に よ っ
て岨噛筋活動のバランス,すなわち 妬 張 力 の 比 が
変化する可能性を示唆している.そ の 横 能 的 意 味
について,本実験の結果を用いて論 じ る .








とが わかる.さらに.円板中の応力分布 を分散 さ
せる働きもある (図4).このように.強いかみ し
め時 における,嘆筋に同期した側頭 筋後部活動の
急増 は,少なくとも顎関節負荷の調 節性 の観 点か
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図3 校筋筋力と顎関節負荷の大きさと方向との
関係 宅暖禽力の方向と大きさ-浸き :弼魚
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Fig.3 RelationshipbetweentheforceoflhcmasseteT
andTM Joadir唱(bile-forcevector=const･):(a)
lhemagnitudeofTMJloading;and(b)the
directionofTMJ】oading･
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図4 顎関節負荷最小時における顎関節円板の庄
脇応力の分布 :(a)側頭筋筋力の方向角 車g
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